
（別紙様式４－１） （県立高等学校・中学校用）

熊本県立八代高等学校　令和６年度（２０２４年度）学校評価計画表（案）

八代高校・八代中学校のさらなる魅力化

　　　　　①　確かな学力の土台となる授業力の向上(学びの深化)　

　　　  　②　豊かな人間性を育む多様な教育活動(自律と協働)

　　　　　③　世界とつながるグローバル人材の育成(進路の進化)

　　　　　④　地域との連携(高い情報発信力)

　　　　　⑤　生徒理解の促進(一日１人面談)

大項目 小項目

グローバル
人材育成

◇グローバルマ
インド並びにグ
ローバルスキル
の向上

○実践的英語発信能力の
育成を図ると同時に、各種
自己研鑽活動・社会貢献活
動に自発的に参加する態
度を育成する。
○グローバルな視点をもっ
て地域の発展に貢献する
グローカル人材を育成す
る。

・即興型英語ディベートやイ
ングリッシュ・キャンプ、海外
語学研修等の実施、外国語
資格取得を推奨する。
・グローバルアクション通信
を発行し、自己研鑽活動等
への参加奨励を行う。
・進路指導部と連携し、各種
講演会（グローバルアクショ
ンミーティング）等を実施す
る。
・「探究（総合的な探究の時
間）」において、ＳＤＧｓの達
成を目指した地域活動と課
題研究を実現させる。

Ａ

・7月に海外研修を実施。生徒32
名参加（うち中３生２名）。英検受
検者数（第２回まで）１８８名（R5は
第２回まで１４７名）。生徒が積極
的に外国語資格取得に挑戦し
た。
・進路指導部が中心となってグ
ローバルアクションミーディングを
実施した。グローバル人材育成の
取組を整理し、より効果的なもの
にする。
・「総合的な探究の時間」では、八
代市や熊本大学と連携し、内容を
充実させることができた。外部連
携による業務負担の軽減が課題
である。

情報発信

◇職員情報発
信力の向上、並
びに八代高校
への志願者増
加

〇本校の教育活動や生徒
の様子等をタイムリー、か
つ、継続的に発信し、本校
の魅力を伝える。
〇９月時点での本校志願者
数が前年度と比べ増加して
いる。

・全職員による八代高校魅
力発信プロジェクトを計画、
実行し、近隣中学校への訪
問活動を行う。
・ＨＰ掲載内容の刷新、ＳＮＳ
での新着情報更新等、積極
的な情報発信を行う。
・学校説明会の内容（授業参
観、模擬授業、概要説明等）
を工夫し、参加者にとって魅
力的な内容となるようにす
る。また、十分な周知期間を
取る。

Ａ

・八代高校魅力発信プロジェクト
を実施。近隣中学校１９校で本校
の説明を行った。
・R6.4月から12月までのホーム
ページ記事掲載数は122件（R5同
期間は124件）。探究活動の取組
や、行事等の情報をタイムリーに
発信できた。
・学校説明会参加者357名（うち生
徒280名）。体験授業が好評で
あった。また、部活動の多さに魅
力を感じている様子も見られた。

業務改善及
び働き方改
革の推進

◇勤務時間の
適正管理
◇業務の削減・
効率化

○月の時間外在校等時間
平均を前年度比で５ポイン
ト削減する。
○校務においてＩＣＴを活用
し、配付資料や会議資料の
ペーパーレス化を進めた
り、専門家を有効活用し、
計画的に業務を遂行する。

・タイムカード等による勤務
時間の適正管理等に加え、
各分掌部部長や管理職によ
る業務進捗管理を行う。
・ゆうネットやGoogleアプリを
活用した情報共有を推進し、
業務効率化を進める。
・ＳＣ、ＳＳＷ、部活動指導員
等の専門的人材を積極的に
活用する。

Ｂ

･タイムカード等により在校時間を
把握し、長時間勤務が認められる
教職員には管理職による面談を
行うとともに、必要に応じて産業
医による面接を行った。
・月の時間外在校等時間平均（4
月～12月）は、昨年度４８時間３９
分から今年度４３時間３９分にな
り、前年度比10.3％減少となっ
た。
・スクールカウンセラーの活用に
ついては１２月までに計５０件の
相談等があった。
・部活動指導員を３人配置し、生
徒の技術の向上や教職員の負担
軽減に成果を上げている。

学校
経営

１　学校教育目標

「令和６年度（２０２４年度）県立中学校・高等学校における教育指導の重点」及び「学校安全・安心推進課取組の重点」を基盤として本校の
綱領である
　・「誠実にして真理を愛する」　 To love truth, being sincere.
　・「自律を旨として協和を重んずる」　 To respect harmony, being self-determined.
　・「闊達にして進取の氣象を尚ぶ」   To develop a spirit of enterprise, being broad-minded.
を教育理念の根底におき、生徒の知性と品性、豊かな感性と闊達な行動力を育むとともにグローバルな視野を切り拓く教育を実践する。

２　本年度の重点目標

評価 成果と課題

３　自己評価総括表
評価項目

評価の観点 具体的目標 具体的方策



教師の指導
力向上

◇思考力、表現
力、判断力の育
成、学びに向か
う力や人間性の
涵養を踏まえた
授業改善

○生徒による授業評価にお
いて、思考や表現等を伴う
主体的学習の充実、ICT活
用等による「わかる授業」の
実践についての評価の平
均が３．２（４段階評価）を超
える。

・授業力向上のための教科
等研修会への参加を推進す
るとともに、本校所属のスー
パーティーチャーの指導を受
ける機会を提供する。
・生徒による授業評価を年２
回実施し、授業改善のPDCA
サイクルを構築する。
・職員間の公開授業週間を
設定し、個々の授業改善に
つなげる。
・職員の希望に応じ、ICTを
利用した授業を行うための
研修を行う。

Ｂ

・公開授業週間を年に２回設け、
スーパーティーチャーの授業を受
ける機会を提供した。また、教科
毎に研究授業を行った。
・各学期毎に授業評価を行い、
ICTの活用が３．４４、授業に集中
できているの項目が３．51であっ
た。
・デジらく採点は多くの先生が使
い、業務時間の短縮に繋がって
いる。

生徒の自発
的な学習の
促進

◇授業と家庭学
習における予
習・復習を連動
させた学習指導
の展開

○学年ごとの目標学習時
間を設定し、過半数の生徒
が目標を達成する。

・各学年における適切な目標
学習時間を設定する。
・各教科において、週末課題
など家庭学習の支援を行う。
・朝の振り返りを実施し、家
庭学習の指導に活用する。

Ｂ

・朝の振り返りシートを用いた家
庭学習時間を改良し、生徒個人
で自分のデータが分析できるよう
になった。学年の設定する学習時
間に到達した学年が多かったが、
宅習時間が低下した学年があ
る。

生徒の進路
観、職業観
の育成と志
望大学選択
の指導

◇Googleドライ
ブを活用した個
人の成長記録
を蓄積
◇担任団や他
部署との協働に
よる進路指導

○将来の学び、社会での活
躍場面まで考えさせ、志望
大学決定のプロセスを充実
させる。在学中本校のプロ
グラムに積極的に参加さ
せ、自己の成長を意識させ
る。

・低学年より一貫して成長を
サポートする。知の触発プロ
グラムの一環として講演会
やワークショップを他部署と
協力して実施する。

Ａ

インターンシップを１学年に実施
し、多くの生徒が参加した。グロー
バルアクションミーティングを企画
し、生徒と職業人の座談会を実施
した。生徒が主体的に学問につい
て学べるグローバルアカデミックリ
サーチを１，２学年に企画・実施し
た。「進路の手引き」、「道」を通し
て、大学入試改革やポートフォリ
オ作成について情報を発信した。

入試改革お
よび新課程
に対応する
確かな学力
を身につけ
させる指導

◇６年間の進路
指導グランドデ
ザインの完遂
◇職員の教科
指導力向上と授
業改革

○求められる学力を育成す
るための６年間の指導方針
の完成。
○他の部署、学年、教科と
連携し、生徒が志を高く目
標を設定し堅持する態勢を
作る。

・入試改革関連の情報を提
供し、進路を考えさせるため
の仕掛けを多様な形で実施
する。
・全職員が最新の入試動向
を理解し、授業改革および教
科の指導力向上に努める仕
掛けを用意する。

Ａ

3年生の総合型・学校推薦型選抜
の志望理由書を全職員で担当す
ることで、年内入試の指導につい
て共通理解が得られた。各教科
で大学入試問題分析を行い、最
新の入試動向、生徒に求められ
る力について理解を深めた。学力
分析会を企画し、模擬試験、スタ
ディサプリ到達度テストの結果を
分析、検討し、生徒の学力向上や
進路意識の高揚に向けて方策を
考えた。

自由と規律
に基づく自
律的な行動

◇自ら適切に判
断し、
　行動しようとす
る態
　度の育成

○自己教育力を身につけ、
常に５分前行動、挨拶の励
行、服装・頭髪の整美がで
きる生徒を育成する。

・校則が見直され、全職員共
通理解のもと、学年部と連携
した指導を行う。
・日頃から服装の整美、時間
厳守、挨拶を自ら考え行動で
きるように指導する。

Ａ

・社会環境や生徒の状況変化に
応じて服装等に関する校則の見
直しを行った。登下校時の服装
は、生徒の実情や体感応じた装
いにすることにした。
・時間厳守や挨拶については継
続的な指導が必要である。

生徒の危機
管理能力の
向上

◇交通マナー向
上、交
　通事故の防止
◇情報モラルに
係る危
　機管理能力の
向上

○今年度の交通事故件数
を１２件以下にする（R5年
度15件）。
○ＳＮＳが関係する問題事
案をゼロにする。

・学校周辺の交通危険箇所
を示し、マナーの向上と安全
教育の徹底を図る。
・ネットモラルと危機管理能
力を向上させ、ネット上のい
じめ等の問題事案をなくす。

Ａ

・命に関わる交通事故はないが、
車や自転車との軽微な接触事故
が数件あった。スタントマンを活用
した交通教室を開催した。
・ＳＮＳ上でのトラブルが継続して
いる。様々な場面での注意喚起
や情報教育講演会等を実施し、
生徒に対してはもちろん、保護者
への啓発を続ける必要がある。

学力
向上

キャ
リア
教育
（進路
指導）

生徒
指導



人権問題の
正しい認識
と差別をなく
す実践力の
育成

◇地域の人権
課題の実状を
踏まえた人権意
識の向上
◇人権問題に
関わる実践力を
高めるため の
中高一貫６年間
を見通 した各
学年の目標設
定と取組

○部落差別をはじめ、あら
ゆる差別の解消に取り組む
生徒を育成する。
○職員一人一人が人権問
題に関する基本的認識を
踏まえ、主体的に人権教育
を推進する。

・人権部落問題学習（１回）
及び校内人権集会（２回）を
実施するとともに、地域の子
ども人権集会への参加を呼
びかける。
・八代地区人権同和教育・人
権啓発研究集会（原則全員）
及び現地研修会 （新転任者
及び希望者）に参加する。
・人権教育通信を学期２回以
上発行し、啓発を図る。

Ａ

・人権部落問題学習を各学年で
実施し、生徒の人権意識の向上
を図った。また、人権集会では、
水俣病問題に関して深く学び、基
本的な事実を再確認するととも
に、問題の本質を自らの生き方と
重ね考える場となった。
・八代市の研究集会や、本校独
自企画の現地研修会に参加し、
部落問題に関して改めて学び直
すとともに、自らの実践を振り返っ
た。
・人権教育通信を年間８回発行
し、人権に関する啓発に努めた。

生徒が適切
な教育上の
支援を受け
られる体制
の整備

◇個々の多様
性（障がいの有
無や性別の違
いなど）を認識
してお互 いを支
え合い、すべて
の生徒が生き
生きとした学校
生活を送るため
の取組

○支援を要する生徒の実
態把握と職員間における共
通理解に努め、生活や学習
上の困難を改善または克
服するため、適切な支援を
図る。
○合理的な配慮を明記した
個別の教育支援計画及び
指導計画を保護者、医療機
関と連携して立てるととも
に、進級や進学・就職に際
し、引き継ぎを確実に行う。

・教育相談週間を設け、丁寧
に生徒の状況を把握すると
ともに、授業時や学校生活
の中でのきめ細やかな観察
を通した情報収集をもとに、
生徒理解研修を年２回実施
する。
・定期的に人権教育部会を
開催し、情報共有を図るとと
もに、特別支援教育委員会
を適宜開催する。
・個別の教育支援計画及び
指導計画を立て、それに基
づき具体的な支援を進める。

Ａ

・学期ごとに生徒理解研修を開催
し、生徒の情報を共有し、共通理
解を持って生徒の支援を図った。
また、教育相談週間や学年会、人
権教育推進部会において生徒の
情報交換を密に行い、支援状況
の把握や教育支援計画の見直し
などに努めた。一方、特別支援教
育委員会を適宜開催し、対象生
徒に関して熟議し、支援計画を作
成に基づいて保護者と連携して
合理的な配慮を行った。

命を大切に
する心を育
む指導

◇自他の生命
を尊び、大切に
していこうとする
態度の養成
◇自らの在り方
生き方を学び、
夢や目標の実
現に向けて努力
する態度の育成

○すべての教員が学習活
動において生徒の人権感
覚を育む指導を行う。
○社会貢献活動や自己研
鑽活動を通し、生命や自然
に対する畏敬の念を高め
る。

・自らの教科において人権教
育と関連する学習内容を確
認するとともに、人権感覚を
高める学習指導を行う。
・ボランティア活動や自己研
鑽活動への積極的な参加を
促す。

Ａ

・学年別の職員研修において、各
自の人権問題に関する実践を交
流し、日常的に部落差別をはじめ
とする人権感覚の向上に努め、
人権意識を持ってすべての教育
活動を行う重要性を改めて確認
できた。
・生徒自治会と連携して人権集会
を開催し、「安心・安全」な学校づ
くりを訴えるとともに、人権意識の
重要性を認識した。

いじめ
の

防止

いじめの予
防と発生し
た際の早期
発見と対応

◇いじめを未然
に防ぐための予
防的取組
◇いじめの早期
発見と早期対応

○日常の授業や面談を通
して生徒の状況を的確に把
握し、生徒の言動や態度の
変化を観察し、各学年部で
情報を共有する。
○定期的なアンケート調査
により、いじめの早期発見
に努める。

・学期に１回「心のアンケー
ト」を実施 し、いじめの防止・
早期発見に努めるとともに、
必要に応じていじめ防止対
策小委員会を開催して情報
共有と対応を話し合う。
・学期に１回いじめ防止対策
委員会を開催し、スクールカ
ウンセラーや関係機関との
連携を図り、実態把握と対応
策を協議する。

Ｂ

・日常的な二者面談をはじめ、学
期に１回行う心のアンケートや教
育相談週間において、生徒の実
態把握を丁寧に実施するととも
に、いじめ問題の早期解決のた
めにいじめ防止対策小委員会等
を行い、個別の問題に迅速に対
応した。
・いじめ防止対策委員会を学期に
１回開催し、アンケートの集計と
各学年・各部署の取組を共有し、
いじめの防止と対策に努めた。ま
た、スクールカウンセラーや関係
機関と連携し支援体制の構築を
図った。

地域
連携
（ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ・ｽ
ｸｰﾙな

ど）

コミュニ
ティ・スクー
ルの活性化

◇地域とともに
ある学校づくり

○学校運営協議会を通し
て、スクール・ミッションやス
クール・ポリシーをはじめと
する目指すべき生徒像の
共有を図り、地域と連携・協
働した取組を推進する。

・「探究（総合的な探究の時
間）」において、地域と連携し
た探究活動を実施する。
・地域の理解と協力を得なが
ら、防災教育等を進め、生徒
の安全・安心を確保する。

Ａ

・地域の方々の協力を得ながら探
究活動に取り組むことができた。
学校評価アンケートでも生徒９７．
６％、保護者８５．２％が肯定的な
回答である。
・１学期に防災避難訓練を実施
し、３学期には引き渡し訓練を実
施する。

人権
教育
の

推進



令和６年度　学校評価　集計表　＜生徒＞（高校）
① ② ③ ④

全く当て
はまらない
（1点）

あまり当て
はまらない
（2点）

やや当て
はまる
（3点）

よく当て
はまる
（4点）

①　学校では、英語力を高める取組や、外国語資格取得に向けた支援が行われている。 1.0 6.6 50.1 42.3 577 3.3 3.3

②　学校では、ボランティアや社会貢献活動などの体験的活動への参加の紹介が行われてい
る。

1.6 4.7 35.1 58.7 578 3.5 3.5

③　学校では、「探究（総合的な探究の時間）」において、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目
標）の達成を目指した活動が行われている。

0.9 5.9 40.7 52.6 578 3.4 3.5

④　本校の教育活動や生徒の様子等を、学校ホームページやClassroomなどでタイムリーに発
信し、本校の魅力を伝えている。

1.6 13.8 48.6 36.0 578 3.2 3.1

⑤　学校では、生徒同士で学び合う場面の設定や、積極的にＩＣＴを活用した授業が行われている。 0.3 4.8 39.4 55.4 578 3.5 3.5

⑥　学校では、生徒の学力を伸ばすため、授業改善等の工夫を行ってくれている。 0.9 12.2 49.3 37.6 580 3.2 3.3

⑦　私は、目標とする家庭学習時間を確保できている。 6.7 29.5 41.7 22.1 580 2.8 2.7

⑧　学校では、総合的な探究の時間やＬＨＲなどで、進路を考える学習活動が行われている。 0.3 6.6 41.2 51.9 580 3.4 3.4

⑨　学校では、入試改革関連等の進路情報が提供されている。 0.9 8.1 43.5 47.5 579 3.4 3.3

⑩　学校では、先生方の共通理解のもと、不公平感のない生徒指導が行われている。 1.9 6.8 43.5 47.8 577 3.4 3.3

⑪　私は、日頃から服装の整美、時間厳守、挨拶を心がけている。 1.0 4.0 43.5 51.5 579 3.5 3.5

⑫　学校では、交通安全についての啓発活動が行われている。 0.2 5.5 41.6 52.7 579 3.5 3.4

⑬　学校では、情報モラルについて学ぶ機会がある。 0.7 6.4 46.0 46.9 580 3.4 3.5

⑭　学校では、人権の大切さについて学ぶ機会がある。 0.2 2.2 36.9 60.7 580 3.6 3.6

⑮　先生方は、生徒の悩みや相談に親身になって応じてくれる。 0.7 5.9 44.0 49.5 580 3.4 3.5

⑯　学校では、命の大切さについて学ぶ機会がある。 0.5 6.6 40.6 52.3 579 3.4 3.6

⑰　学校でのさまざまな活動において、いじめを防止する取組や配慮がなされている。 0.7 7.3 43.4 48.6 578 3.4 3.4

⑱　「探究（総合的な探究の時間）」等において、地域と連携した探究活動が行われている。 0.7 1.7 34.0 63.6 579 3.6 3.6

⑲　学校では、防災について学ぶ機会があり、また、防災避難訓練が実施されている。 1.0 6.2 40.1 52.6 578 3.4 3.5

（％） （人） 3.4
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令和６年度　学校評価　集計表　＜保護者＞（高校）
① ② ③ ④

全く当て
はまらない
（1点）

あまり当て
はまらない
（2点）

やや当て
はまる
（3点）

よく当て
はまる
（4点）

①　学校では、実践的英語力の育成のための取組や、外国語資格取得に向けた支援が適切に
行われている。

1.2 15.4 61.9 21.5 577 3.0 3.0

②　学校では、ボランティアや社会貢献活動などの体験的活動への参加の紹介が行われてい
る。

0.9 12.2 59.7 27.2 581 3.1 3.2

③　学校では、「探究（総合的な探究の時間）」において、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目
標）の達成を目指した活動が行われている。

0.3 12.7 62.4 24.6 577 3.1 3.1

④　本校の教育活動や生徒の様子等を、学校ホームページやClassroomなどでタイムリーに
発信し、本校の魅力を伝えている。

1.6 21.5 55.2 21.7 576 3.0 2.9

⑤　学校では、時間外の留守番電話対応など職員の勤務時間の適正化が図られていると感じ
る。

0.9 8.7 65.3 25.1 573 3.1 2.8

⑥　スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、部活動指導員等の専門的人材が
積極的に活用されている。

1.6 18.2 61.8 18.5 573 3.0 2.8

⑦　学校は、保護者に授業参観や公開授業の機会を適切に設けている。 0.2 10.3 57.4 32.1 580 3.2 3.1

⑧　学校は、生徒の学力を伸ばすため、授業改善等の工夫を行っている。 0.7 24.1 58.8 16.4 573 2.9 2.9

⑨　学校は、生徒の学習意欲を喚起する取組を行っている。 1.0 25.6 56.8 16.6 574 2.9 2.8

⑩　学校は、生徒が自らの進路について考える取組を行っている。 1.2 16.9 59.8 22.1 575 3.0 3.0

⑪　学校では、入試改革関連等の進路に関する情報を保護者に適切に提供している。 2.6 26.0 52.0 19.4 573 2.9 2.8

⑫　学校は、生徒の実態や人権尊重の立場から適切な校則を設けている。 0.3 10.8 66.3 22.6 575 3.1 3.0

⑬　子どもは、日頃から服装の整美、時間厳守、挨拶をしている。 1.2 13.8 60.2 24.8 580 3.1 3.1

⑭　学校では、交通安全についての啓発活動が行われている。 0.2 14.4 62.8 22.6 575 3.1 2.9

⑮　学校では、情報モラルについて学ぶ機会がある。 0.2 13.5 64.9 21.5 572 3.1 2.9

⑯　学校では、人権の大切さについて学ぶ機会がある。 0.5 9.0 65.7 24.7 575 3.1 3.0

⑰　先生方は、子どもの悩みや相談に親身になって応じてくれる。 1.7 13.6 57.9 26.7 572 3.1 3.0

⑱　学校では、命の大切さについて学ぶ機会がある。 0.3 16.3 63.1 20.2 575 3.0 2.9

⑲　学校でのさまざまな活動において、いじめを防止する取組や配慮がなされている。 1.4 20.6 63.0 15.0 573 2.9 2.8

⑳　「探究（総合的な探究の時間）」等において、地域と連携した探究活動が行われてい
る。

0.3 14.5 57.2 28.0 572 3.1 3.1

㉑　学校では、防災避難訓練や防災について学ぶ機会がある。 0.5 16.7 63.2 19.6 576 3.0 2.9

（％） （人） 3.0
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令和６年度　学校評価　集計表　＜教職員＞（高校）
① ② ③ ④

全く当て
はまらない
（1点）

あまり当ては
まらない（2

点）

やや当て　は
まる
（3点）

よく当て
はまる
（4点）

①　学校は、実践的英語力の育成のための取組や、外国語資格取得に向けた支援を適切に行ってい
る。

0.0 4.0 36.0 60.0 50 3.6 3.6

②　学校は、ボランティアや社会貢献活動などの体験的活動への参加の紹介を行っている。 0.0 2.0 26.0 72.0 50 3.7 3.7

③　学校は、「探究（総合的な探究の時間）」において、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成を
目指した活動を行っている。

0.0 4.1 36.7 59.2 49 3.6 3.6

④　本校の教育活動や生徒の様子等を、学校ホームページやClassroomなどでタイムリーに発信し、
本校の魅力を伝えている。

0.0 2.0 38.0 60.0 50 3.6 3.6

⑤　近隣中学校への訪問活動（八高魅力発信プロジェクト等）を行い、中学校との情報共有を行っ
た。

0.0 8.5 31.9 59.6 47 3.5 3.6

⑥　タイムカード等による勤務時間の適正管理、管理職や産業医による面接体制が整っている。 0.0 12.8 31.9 55.3 47 3.4 3.4

⑦　Googleアプリを活用した情報共有により、業務効率化が図られている。 0.0 20.0 50.0 30.0 50 3.1 2.9

⑧　スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、部活動指導員等の専門的人材が積極的に
活用されている。

0.0 2.1 37.5 60.4 48 3.6 3.5

⑨　学校は、授業力向上のための教科等研修会に参加する機会を適切に提供している。 0.0 12.5 47.9 39.6 48 3.3 3.2

⑩　私は、職員間の授業見学や生徒による授業評価等を通して、授業改善に取り組んでいる。 0.0 4.2 58.3 37.5 48 3.3 3.3

⑪　私は、宅習時間調査の結果を、家庭学習や読書等の指導に活用している。 6.3 18.8 50.0 25.0 48 2.9 2.9

⑫　学校は、総合的な探究の時間やＬＨＲなどを通して、進路を考える学習活動を計画的に行ってい
る。

0.0 6.1 38.8 55.1 49 3.5 3.3

⑬　学校は、入試改革関連等の進路情報を生徒及び保護者に対し適切に提供している。 0.0 2.0 46.0 52.0 50 3.5 3.3

⑭　職員の共通理解を図り、学校として統一した生徒指導が行われている。 2.0 22.4 42.9 32.7 49 3.1 3.1

⑮　私は、日頃から服装の整美、時間厳守、挨拶を指導している。 0.0 12.0 38.0 50.0 50 3.4 3.2

⑯　学校は、交通安全についての啓発活動を行っている。 2.0 14.0 30.0 54.0 50 3.4 3.3

⑰　学校は、情報モラル教育を計画的に行っている。 2.0 12.0 42.0 44.0 50 3.3 3.3

⑱　学校は、生徒及び職員の人権意識の高揚を図る取組を適切に行っている。 0.0 2.0 26.0 72.0 50 3.7 3.6

⑲　生徒理解研修等を通して、支援を要する生徒の実態把握と共通理解が図られている。 0.0 0.0 22.0 78.0 50 3.8 3.7

⑳　個別の教育支援計画及び指導計画をもとに、必要な支援を適切に行っている。 0.0 0.0 28.6 71.4 49 3.7 3.6

㉑　学校では、命を大切にする心を育む教育を適切に行っている。 0.0 8.2 30.6 61.2 49 3.5 3.5

㉒　学校でのさまざまな活動において、いじめを防止する取組や配慮がなされている。 0.0 4.1 30.6 65.3 49 3.6 3.5

㉓　学校は、「探究（総合的な探究の時間）」等において、地域と連携した探究活動を推進してい
る。

0.0 0.0 20.8 79.2 48 3.8 3.7

㉔　学校では、防災に関する取組を計画的に行っている。 0.0 2.0 44.0 54.0 50 3.5 3.7
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